
 

漢字文化の受容 
手紙を学ぶ、手紙に学ぶ 

第１部 研究報告会･特別講義（無料） 

平成 29 年 8 月 19 日（土）14時～18 時 

会場 奈良女子大学 文学系北棟 202 教室 

研究報告 大伴家持の和歌と書儀･書翰 

報告者：奈良女子大学教授  奥村 和美 

   菅原道真の｢状｣と｢書｣と―｢奉昭宣公書｣を読む― 

報告者：筑波大学教授  谷口 孝介 

特別講義 平安朝の漢文の手紙 

講 師：大阪大学名誉教授  後藤 昭雄 

 

第２部 公開講演会（無料 ※万葉文化館展覧会のご観覧には別途観覧料が必要です） 

平成 29 年 8 月 20 日（日）11時～16 時 30 分（受付 10時 30 分～） 

会場 奈良県立万葉文化館 

月儀と書儀―書の文化と手紙の文学― 

講師：愛知県立大学教授  丸山裕美子 

 手紙がひらいた書の文化―木簡から紙へ― 

講師：島根大学教授  福田 哲之 

 質疑応答及び全体討議 司会：信州大学教授  西  一夫 

一般参加 ：事前申込み不要 

研究者として参加：メール・FAX・郵送にてお申込み下さい。 

  申込締切：平成 29年 8月 15 日(火)必着。大学院生以上の研究者を対象とします。 

   ※19 日第１部終了後、懇親会を開催します。専任教職員等 4,000 円 学生 3,000 円 

お問合せ先：奈良女子大学古代学学術研究センター 

〒630-8506 奈良市北魚屋東町  

奈良女子大学コラボレーションセンター205 号室 

TEL&FAX：0742-20-3779 

E-mail:kodaigaku@cc.nara-wu.ac.jp 

主催：奈良女子大学古代学学術研究センター 

共催：奈良県立万葉文化館・科研費基盤Ｂ「海外敦煌書儀・

六朝尺牘文献の古代日本への受容実態の解明」(代表 

西一夫)･科研費基盤Ｃ｢日本古代における詩文表現

の展開に関する基礎的研究」(代表 白井伊津子) 

奈良県立万葉文化館 第16回夏期セミナー 

奈良女子大学古代学学術研究センター 第13回若手研究者支援プログラム 


